
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 品 集 

学友会だより３月号 

（ネットで見ると作品の素晴らしさに触れることができます。） 

今回は３名の方から投稿して頂きました。 

それぞれの続けてこられた趣味の作品とその思い

が綴られています。味わい深いものありますので、 

じっくりと見て読んでください。 

〇 リサイクル素材で作品作り 

                井上喜代子（1 期） 

 

〇 友に笑顔を 割り箸絵手紙 

     小川雅子（9 期） 

 

〇 趣味のまち歩きと写真 秩父路にて 

     植木誠一（21期） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクル素材で作品作り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

廃棄するくじ券やたばこの箱と牛乳パックなどを利用して作っ 

た敷物と入れ物と雛飾りです。他にはネクタイを利用して 1 本か 

ら 8通りの作品を作ったりもします。声を掛けてくだされば講習 

もいたします。 

3月には自宅で着物のリフォーム作品展示も行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

井上喜代子（1期） 

敷 物 

雛飾り

敷物 

入れ物

雛飾り

敷物 
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友に笑顔を 割り箸絵手紙 
 二十年程前になるのでしょうか･･･？やはり公民館まつりだったのでしょうか。釘付けにされてし

まったのが絵手紙の展示だったのです。思わず顔がほころび、気分までがほんわか･･･不思議に胸お

どりこんな手紙が届いたら素直に私は嬉しいし、もし友人に届けられたらきっと喜んでくれるだろ

うなあ～。 

こんな思いで絵手紙教室へ 

「へたが良い・へたで良い」が先生の教え。まるで絵心のない私にはピッタリ。お陰であきる事な

く友人たちに笑顔をそして元気や勇気を届けています。 

 もう十年位前になるのですが、大切な友が難病で遠くの病院に入院、お見舞いに伺えない時には絵

手紙を送っていました。彼女が退院された後、それらを大切に持っていて下さって、「元気・勇気そ

していっぱい笑顔をもらったよ‼そしてこれらは私の宝物だよ」と。二人で うるっ としたのを忘

れる事ができません。 

一枚の絵手紙が、優しさ・愛・勇気・励まし・笑み等々感じてもらえる素晴らしい音信。私の絵手

紙を楽しみにしている友がいてくれる事が唯一の励みです。 

割り箸を友にいつまでも書き続けられることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小川雅子（9 期） 

＊割り箸絵手紙：文字輪郭を割り箸で描きます 
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 趣味のまち歩きと写真 秩父路にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植木誠一（21期） 

 

お陰様で数百年の歴史をいだく秩父の地でうまい

そば、また人によっては地酒「秩父錦」で舌鼓をうっ

たり高揚した一日を過ごすことが出来ました。 

当日（12 月 1 日）私達ウォーキングクラブの恐らくは誰もが、僅かに降り始めた初冬の冷

たい雨を恐れながら、南桜井駅に集合したと思います。その恐れていた雨も、私達アクティブ

シニアのそこはかな希望をどこかにおられる神様が斟酌されて下されたのか雲天のまま一日が

もってくれました。 

 

秩父の地、このイベントを企画していただいた

方、又同行して下さったメンバーの方々に深く感

謝いたします。一日１２時間程の行程でしたが、

帰宅後は秩父まつり会館の圧倒的迫力の太鼓の余

韻がだんだん遠ざかるのを子守歌と感じながら、

心地よい満足感につつまれて眠りにつきました。 
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